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井原線建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、文化庁の前身機関である文化財保

護委員会と日本鉄道建設公団との覚書（昭和41年4月 1日調印）に基づき、矢掛

町以西について旧国鉄時代に調査を完了していましたので今回は、真備町内に所

在する蓮池尻遺跡について発掘調査を実施しました。

調査の結果、遺構の密度は薄いとはいえ、この地域における縄文時代以降の各

時期にわたる人々の暮らしの跡を把握することができました。ここに得られた成

果が、今後の文化財の保護保存に、また、地域の歴史解明に生かされることを期

待しております。

最後になりましたが発掘調杏の実施、報告書の作成にあたって多大な御指導と

御協力をいただきました、井原線建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会をはじめ

日本鉄道建設公団、真備町、および地域の人々に対し、厚くお礼申し上げます。

平成4年1月

岡山県教育委員会

教育長竹内康夫



例 言

1 本書は、日本鉄道建設公団の委託により、井原線の建設に先がけて、平成3年に岡山県教

育委員会が実施した蓮池尻遺跡の発掘調査報告書である。

2 蓮池尻遺跡は、吉備郡真備町妹に所在する。

3 発掘調査は、岡山県古代吉備文化財センターが実施し、井上弘、古谷野寿郎が担当した。

4 発掘調査ならびに、報告書の作成にあたっては、井原線建設に伴う埋蔵文化財保護対策委

貝会を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは終始有益なご指導とご助言

をいただいた。記して深く感謝の意を表す次第である。

鎌木義昌（岡山理科大学教授） 角田 茂（岡山県遺跡保護調査団長）

間壁渡子（倉敷考古館学芸員） 中田啓司（岡山県遺跡保護調査団員）

福本 明（倉敷市教育委員会学芸員） 絹川一徳（岡山大学助手）

5 発掘調査における遺構図の作成は古谷野、写真撮影は井上が主に担当した。

6 出土遺物の整理、報告書の作成は現地調査事務所で実施し、遺物の実測は古谷野、拓本、

トレース、遺物の写真撮影は井上が行なった。

7 報告書掲載図の方位は真北を、また、・レベルはすべて海抜高を使用した。

8 報告書に掲載した地形図は、第 1図は国土地理院、第2図は真備町刊行のものを使用した。

9 報告書に用いた時代区分は、一般的な政治区分に準拠し、それを補うために文化史区分、

世紀などを併用した。

10 報告書に関係する遺物、実測図、写真、マイクロフィルム等は、岡山県古代吉備文化財セ

ンターに保管している。
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1 地理的・歴史的環境

1よすいIIじり . CJ <・ ん皇 CJ .、ょうせ
蓮池尻遺跡は、吉備郡真備町妹に所在する 真備町は、岡山県の南西部に位間し、東は属
11し きよね こうや ● ，. -うざA ふ，．．
梁川を境に清音村、北は尚山を境に総社市、西は鷲峰山を境に矢掛町、酎は弥絲山、大平山を

ふな"

境に倉敷市、船穂町と接している。遺跡は、町の中央部に広がる平地の西端部に位置している。

北側の山塊は、県中部より広がる吉備高原に連なる山であり、その南端を西から東に流れる

小田川により切断されている。この小田川にそって平地が展開する。小田川の南には、弥裔山

第1図周辺遺跡分布図 (1/25,000) 

周辺遭躊分布図

1. 運池尻遺跡 7. J!l妹膚寺 13. 高徳寺 平安～中世｝室町 1 19. 向坂古墳群

2. 妹山琴祀遺跡 8. 内山古罐 ”’穴式石室） 14. 坂横古墳群 20. 八高膚寺

3. 彎木古墳群 9. 内山古嬬 15. 黒宮大lj 21. 装飾須恵翡出土地

4. 湘田古墳群 10. 内山池稟古墳 16. 瀬戸古墳孵 22. 骨蔵器出土鰻

5. 古墳 （箱式石棺、 11. 鳥ケ岳域跡 17. 高馬古墳 23. 「矢田部益足胃地券」憎定出土蝿

6. 蓮池尻遺跡銅鐸出土地 12. 西饒古墳孵 18. 矢砂大池古墳群
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おおぷ・：・
等の山塊があり、その北斜面は急崖をなしている。小田川に向けては、北側の山塊より大武谷

せたこ うちゃ●'"こ

川、背谷川、内山谷川等の小河川が流れ込んでおり、それらの河川により形成された扇状地上

に遺跡は存在する。

小田川にそって開ける平野は、西から東に向けてその面積を拡大しながら、総社平野へつな

がり、古代の吉備地方における重要な一角を成していたものと考えられる。現在までに町内に

知られる遺蹄には旧石器時代のものは確認されていない。縄文時代のものは、昭和60年度の圃

場整備事業に伴う確認調査において後期の土器がまとまって出土しており、町内で最も古い時

代の遺物といえる。弥生時代についても確認調査において前期の遺物が出土したことにより知

られることとなった。中期以後については、数か所の遺跡が知られていた。中ても、流水文銅
たちさか

鐸は有名てある。弥生時代終未期の特殊器台を使用した項墓として、市場の立坂遺跡、尾崎の

黒宮大塚遺跡がある。また、特殊器台を土器棺に転用したものが箭田の西山遺跡から出上して

いる，

古墳時代の遺跡としては、胴丸式桂甲を出土した古墳として知られる南llJの天狗111古墳があ

る。この古墳は、全長45mの帆立貝式で馬蹄形の空堀を備えており、高梁川と小田川の合流点

に近い位関に立地している。この古墳の西約 Ikmには、全長約42mを測る前方後円墳がある。

二万大塚古墳で、横穴式石室を内部主体に持つ古墳てある。箭田に所在する箭田大塚古墳は、

長大な横穴式石室を内部主体に持つもので 造出しを持つ径46mの円墳である。石室は、全長

19.lmを測るものである。玄室の長さは、 8.4m、餃大幅3m、品さ3.8mを測るものである。

この石室の大きさは、全国的にも屈指のものてある。小規模な横穴式石室墳は、町内の各所に

存在する

奈良時代の遺跡としては、 吉備寺跡（箭田廃寺）、岡田廃寺、八裔廃寺がある。これらは約

2 km前後の問隔をおいて建立されている。また、市楊、内山等からは骨蔵器が出土している

fl崎からは「矢田部益足買地券」の出土が推定されており、奈良時代の遺跡、遺物に注目すぺ

きものがある。

参考文献

岡山県教行委員会 「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J 62 1986.3 

岡山県教行委員会 「岡山県遺跡地図』 第4分冊 1976 3 

「岡山県史」 原始・古代l 1991.9 

倉敷考古館 「倉敷考古館研究集報」 第15号 1980.4 
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2 調査の経緯

(1) 調査に至る経緯

昭和48年2月から、翌年 3月にかけて井原線に関係する発掘調査が実施されている。矢掛町

かわもやかた まいど まいどにしかた

内に所在する川面館、毎戸遺跡、•毎戸西方遺跡の調査がそれである。この調査は、旧国鉄時代

に建設に先立って発掘したものである。しかし、同線は工事の完成をみないままに計画が一時

中止となった。その後、• 国鉄が解体されたが、地元から井原線の全面開通を強く要望されるよ

うになった。そのような状況のもとに第三セクターによる井原線の運営会社が設立され、鉄道

建設公団による工事も再開されるに至った。

平成 2年4月鉄道建設公団より発掘通知が提出された。対象となる遺跡は、吉備郡真備町妹

に所在する蓮池尻遺跡である。この遺跡は銅鐸を出土したことで知られており、昭和60年には、

圃場基盤整備事業にともない遺跡の確認調査を実施していた。その結果をもとに遺跡の範囲を

想定していた。鉄道は、その想定範囲の南端に近い部分を東西に横切るものであった。公団と

しては、当初平成 2年度内の調査を希望していたが、県教育委員会としては山賜自動車道等数

多くの事業を施行中であること、用地が未買収であること等から次年度以降の調査に予定して

いた。その後、用地買収については年度内に完了する見込みがついたため平成 3年4月から調

査に着手することとなった。調査にあたっては、用地に接する部分を片側に幅8m、もしくは

両側に幅4mを借地して排土置き場等とした。

(2) 調査の経過

発掘調査を開始する前に、地元住民、圃場整備に関係する役員等の出席をえて発掘調査につ

いての説明会を開催した。同時に、次の事項についての地元からの要望、希望等についての説

明を聞いた。

① 用排水路の保全と悪水の排水について

② 圃場整備に関係して、調査区の調査順位について

①については、調査区にたまった悪水を排水するためのもので、地図の上で指示をえた。しか

し、調査区より下流にある田畑に被害を及ぽさないためであり、また、田植えがまじかに迫っ

ていることもあり調査着手後に再度現地で確認することとした。

②については、圃場整備工事との関係において、工事に支障を及ぼさないように順番と工事着

手時期の見通しを聞き、できるだけ要望にそえるように調査することとした。そのための調査

順位として、沖田地区の東端で一段低い田を最初に調査し、 4月中に完了させる、次に、皿田
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戸

地区を 6月中に終了させるように要望があった。

調査は、 4月中旬に着手することとし、東西に長い調査範囲となるため小字名を使用して東
おきた たけにし さらだ にわとりだ

から、沖田調査区、竹西調査区、皿田調査区、鶏田調査区とした。測量のための基準点とし

ては、井原線の中心杭である12K000杭を利用し、真北を基準に20mごとに割り付けることに

した。しかし、調査区の幅が6m弱であることから、 20mグリッドの交点に杭を打つことは無

理であると考えられるため、 20m間隔の基準線上で北側、及び南側の用地境に杭を打つことにし、

東西の基準線から杭までの距離を読み取ることに、よりグリッド上の位置を知ることにした。

発掘調査は、沖田調査区の東端部分から着手した。この部分を 4月中に完了させると、皿田

調査区、鶏田調査区の順に調査し、両調査区を 6月中に完了させた。 7月からは竹西調査区を、

8月からは沖田調査区の調査を実施し、同月末をもって全体の調査を完了させた。

対策委員会は、第 1回を 8月17日に現地にて開催し、調査の進展状況、検出遺構、出土遺物

等について説明し、審議した。第 2回は 9月27日に開催し、報告書の作成とその進捗状況、作

成の方針等について説明し、審議した。

(3) 調査体制

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常賓

次長 河本 清

総務課長 藤本信康

同課長補佐 小西親男

主査 平松郁男

主任 坂本英幸

調査第二課長 正岡睦夫

同課長補佐 井上 弘

文化財保護主査古谷野寿郎

(4) H誌抄

4月1日 調査準備 沖田調査区東端部から調査

9・108 鉄建公団、真備町、倉敷振 22日 IlIL田調査区の調究着手

典局と打合せ 5月 1日 東側地山検出するも遺構無し

168 地元説明会 10日 包含層掘下げ、溝の検出

19日 調査着手、資材の搬入 16日 全景写真撮影、鶏田調査区の調
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査着手 18日 弥生土器（前期）出土

6月 1日 河道の掘下げ 30日 沖田調査区の調査着手、竹西調

5日 土城の実測、写真撮影 査区写真撮影

188 掘下げ、断面実測 8月5日 溝の検出と掘下げ

24日 鶏田調査区調査終了、竹西調査 17日 包含層の掘下げ、溝断面の実測

区の調査着手 22日 土層断面の実測、写真撮影

Ilil田・鶏田調査区埋め戻し 268 沖田•竹西調査区埋め戻し

7月9日 包含層の掘下げ、溝の検出と掘 30日 発掘資材の搬出、蓮池尻遺跡の

下げ 調査完了

15日 西半写真撮影 （井上）

表1 グリッド杭座標値

杭 x座標 Y座標 杭 x座標 Y座標

A-1 -152936.064975 -62235.800778 A-2 -152941.644975 -62235.800778 

B-1 -152932.365008 -62215.801096 B-2 -152937.934008 -62215.801096 

C-1 -152928.764896 -62195.800544 C-2 -152934.250896 -62195.800544 

D-1 -152925.264766 -62175.800688 D-2 -152930.789766 -62175.800688 

E-1 -152921.564848 -62155.801301 E-2 -152926.942848 -62155.801301 

F-1 -152918.564750 -62135.800748 F-2 -152922.878750 -62135.800748 

G-1 -152915.364973 -62115.801261 G-2 -152919.947973 -62115.801261 

H-1 -152912.364811 -62095.800649 H-2 -152916.848811 -62095.800649 

I~1 -152909.665320 -62075.801329 I -2 -152914.934320 -62075.801329 

J -1 -152907.965241 -62055. 801149 J -2 -152913.064241 -62055. 801149 

K-1 -152905.3650 -62015.8000 K-2 -152910.9320 ~62015.8000 

L-1 -152905.1650 -61975.8000 L-2 -152910.8370 ~61975.8000 

M-1 '_ 152905. 8650 -61955.8000 M-2 -152911.4310 -61955.8000 

N-1 -152907.0650 -61935.8000 N-2 -152912.5960 -61935.8000 

0-1 -152910.7650 -61895.8000 0-2 -152916.3870 ~61895.8000 

P-1 -152913.3650 -61875.8000 P-2 -152919.1490 -61875.8000 

Q-1 -152916.6ヽ650 -61855.8000 Q-2 -152922.2900 -61855.8000 

R-1 -152920.3650 -61835.8000 R~2 -152926.0710 -61835.8000 

S-1 -152924.5650 -61815.8000 S-2 -152930.3420 -61815.8000 

T-1 -152929.564952 -61795.799962 T-2 -152934.964980 -61795.799845 

U-1 -152934.764981 -61775.799888 U-2 -152940.564937 -61775.800037 
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3 遺構・遺物
(1) 鶏田調査区

4 が土墳し 一
(~: 0 1 } 

ぉ―-~的」冨

平一y f 里 ! / (且＿; 1 
Cャ2 —— D2 Eヰ2 ’ 

0 10m 一第3図鶏田調査区遺構配置図 (1/400)

lm
-＂ 
／
 

＼
 

i
¥
¥
 

／
 

-'---
へ 茶灰色粘質土

2. 淡黄灰色粘賣土

3. 糸オリーブ灰色粘賣細砂

t. ................ ~ - 4. 暗灰色粘質土

第 4 図 土珊 1 平面図• 断面図 (1/40)

3
 

4
 0 10cm 

~ 

第5図 出土遺物 (1/4・ 1/2)

土蠣1(第4図）

調査区中央やや西寄りで、グリッドBラインの東側で検出した。平面形態はやや東西に長い

楕円形を呈しており、規模は、南北105an、東西120cmを測る（断面の形状はすり鉢状を星して

おり深さ32anを禎1Jる。埋土は 4層に分けられ、 最下層は炭化物を多量に含んでいた。遺構から

の出土物がないのて時期については不明である，

包含層の遺物 （第 5図）

鶏田調査区からの出土遺物は非常に少なく、図示できた遺物は1から 4の土器と 、Aの石器
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の5点である。 1は壺形土器あるいは甕形土器の底部であるc 胴部外面はヘラミガキで仕上け

ている。 2は脚部下端をわずかに内側へ折り曲げ、端部を突出させた庶杯形土器の脚部である。

一.:3， 

—~-―-" ,?< り " n N ~ . 一

竺

1. 灰嘱色土 7. 憂灰色砂 Q 2. 

2. 茶檀色土 8. 灰色砂

3. 灰色土（マンガン粒を少し含む）9. 湊緑灰荼●色粘賣土 13. 灰茶色粘●賃け

4. 瞳灰色砂●土 10. ●茶灰色粘●土 14. 灰茶色砂濃じり粘賣土

5. 鴫茶灰色土 11. 灰色砂 15. 灰帽色帖土
6. 糸緑灰茶●色粘賣土 12. 灰茶色帖●土 16. 茶灰色粘土

第6図土層断面図 (1/80) 
摩耗が著しいため調整の観察はできない。弥生時代後期の特徴を示す。3は角山焼の甕形土器

である。胴部外面には 1cnfあたり 4個の彫りの深いタタキ目が施される＾断面の色調は、内・

外面が淡黄褐色、断面の中心部分が黒I火色を星する。4は同じく亀山焼のすり鉢である J 胴部

内面には]Ip一位7本から 8本のカキ目が施される。断面の色調は、内・外面が淡黄褐色、断面

の中心部分が灰黒色を屋する。Aはサヌカイト製の打製石鏃で、五角形を只しており基部が丸

味をおぴた円基式てある。全面にわたり風化が芳しいが完形品である。大きさは、長さ2.lan、

幅1.4cm、1'1-さ0.3cm、項さ0.78gを測る←

(2) fill田調査区

~~~~ 。三グ； ~ご`切
0 10m 的

＼—-こ

0 1● 一

一第 7図 皿田調査区遺構配置図 (1/400)
土蠣2 (第8図）

調査区の西寄りで、グリッドGラインの西側に位阻している。遺構

の規模は長径145cm、短径30cmから90cm、深さ 5cmから13cmを測る。

平面形態は隅丸の東西に長い台形で、断面形は逆台形を呈している。

南側は近・現代の用水路によって切られており、完存していない3 出

土遺物はない。

第 8 図土塘 2 平面図•断面図
(1 /40) 
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溝 1 (第9図）

調査区の西端近くて検出したもので、南側を近・現代の用水路で切られている。溝は北東か

ら南西方向へ流れ、断面形は浅い皿状を呈する。規模は、幅70cmから90cm、深さ10cmから13cm

111 
0 2m 

一'!_!_o, 灰茶色粘賣憮砂

~ 

第9図溝 1 平面図•断面図 (1/100・1 /40) 

ー
什
U
卜

T

0 2m 
匹..~ 

~ 1. 淡灰茶色憤砂

2. 灰色粗砂

第10図溝 2 平面図• 断面図 ( 1 /100 · 1/40)

ー
バ
f
ー

0 2m 

一濠藁灰色粗砂
（（ご―ョ ＝ゞ—
5 6 7 

14 ..'t. 三エ
8 

文
9 ,f 

第11図溝 3 平面図 •断面図 (1/100・ 1 /40) 

を測る。溝からの出土遺物はない。

溝 2 (第10図）

グリッドGラインを斜めに切り、西作の南端

が七城2と接する位骰で検出した。 北東から南

西方向へ流れるもので、断面形は浅い皿状を呈

するっ規模は、幅40cmから60cm、深さ 3cmから

6 cmを測るc 遺構からの出士遺物はない。

溝 3 (第11図）

調査区中央やや西寄りで、溝2の東に位間し

ている。北西から南東方向へ流れるもので、断

面形は U字形を屋する。規模は、輻60cmから

110cm、深さ10cmから20cmを測る。遺構からの

遺物はない。

包含層の遺物 （第12図）

llil田調査区からの出土遺物も少なく 図示で

きた遺物は、 5から10の土器、 Bの石器のみで

ある。

5はD縁部が逆L字状に外反する甕形土器で

-

B
 

△[
O
 

~c• 

0 IOt鵬＿＿ 
第12図 出土遺物 (1/4・ 1/2)
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ある。器面は摩耗のため調整の観察はできない。色調は黄褐色を呈し、胎土には0.5mmから

5 mm大の石英、長石を含む。 6は口縁部がやや外開きに下がり 同端部を丸くおさめた須恵器

の蓋である。天井部は摩耗のためヘラケズリの方向は観察てきない。天井部内面はナデによっ

て什上げている。色調は灰白色を用し、胎土には Imm以下から 3mm大の石英、長石を含む') 7 

15• 

1. だ＜灰茶色土 I. 灰襴色土（耕作土） 7. 茶灰色粘●攪砂

2. 湊冑灰色帖賣債砂 2. 灰色細砂 8. 灰茶色粗砂混じり粘●土（包含層

3. オリープ灰色砂晨じり粘●土 3. 量灰色細砂 9. 晨茶灰色粘賣攪砂

4. 茶灰色粘●穐砂 4. 灰茶色細砂 10. 瀑灰色砂

5. 灰茶●色帖●土 5. 湊茶灰色負砂 11. 濃茶色粘賣攪砂

6. 没茶灰色粘●攪砂 12. 湊茶貫色粘賣士 16• 

'I..,___ -------1'" 
第13図 土層断面図 (1/80) 

は須恵器の島杯の脚部である，外面には部分的に自然釉がかかっている。 8は断面が逆三角形

の貼り付け邸台を有する早凡式±器の碗の底部である。裔台の径6cm、裔さ 6mmを測る 色調

は淡赤褐色を足し、胎上には 1mm以下から 3mm大の砂粒、焼土の小粒を含む。時期は中世であ

る。 9は断面が四角形の貼り付け翡台を有する早島式土器の碗の底部である。品台の径6cm、

裔さ 7mmを測る。色調は淡赤褐色を店し、胎土には 1mm以下から 3mm大の砂粒を含む。時期は

中世である。 10は危IIJ焼のこね鉢である。摩耗が著しく調整の観察はできない。内面の一部に

黒斑がある。色調は茶褐色から淡橙褐色を旦し、胎土には Imm以下から 3mm大の石英、長石を

含む。時期は中世である。 Bはサヌカイト製の打製石鏃の完形品である。平面形は両側の短か

い五角形を見しており 基部に扶入のある凹甚式てある 大きさは、長さ1.7cm、輻1.7cm、ro,i:

さ0.3cm、屯さ0.81gを測る，
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(3) 竹西溝査区

溝4 (第15図）

調査区の西端に位胴している 南東から北西方向へのび、微闇地の端部に向かって流れるも

のて、上部が削平されているため底部がわずかに浅い皿状に残存していた。溝の規校は幅40cm

濤 4
. ＋ 1 瀑 5

ヽ
＼＼ 

コK 2 

弥生土器出土位置 一M土l NI 

-—土
．． ． 

゜
~0 

O 10m 
叩

一第14図竹西調査区遺構配置図 (1/400) 
から50cm、深さ約 5cmを測る。埋土は灰色粘質土で出土遺物はない

溝5 (第16図）

-」

il2 

グリッドKラインの東で検出した。古代の遺物を含む包含層から掘りこまれており、断面形

は逆台形を吊する 溝はほぼ磁北と一致し、北から南方向へ流れるもので、検出した溝の規模

は、幅50cmから60cm、深さ約10cmを測る。溝からの出土遺物はない

包含層の遺物 （第18-20図）

竹西調査区からの出七遺物も多くはないが、前期弥生土器の出上が品的にもまとまっており、

今制の調査においては注目される遺物であるc 遺物は11から31までの土器、 Cから Eの石器で

ある グリット LラインからMラインにかけての間で 弥生時代前期後半の土器がまとまって

Ill tした ほとんど甕形土器であるが、鉢形士器もある。

甕形土器は、口縁部が「く」字状に外反するものと、逆L字状口縁のものとがある，前者で

は頚部から胴部にかけてヘラ描沈線のあるもの (13・17・24・25・27)、口縁部に刻目を有し、

頚部から胴部にかけてヘラ描沈線のあるもの (12・14・22・23)があるC 後者では無紋のもの

111)、口縁端部に刻目を有するもの (29)、D縁端部に刻目を有し頚部から胴部にヘラ描沈線

のあるもの 16・18・20・21)、頚部から胴部にヘラ描沈線のあるもの (19・28 がある。

逆L字状口縁のものは、口縁部が直角かこれに近く外反し水平におさまるもの <11・18・

19・20・21) と、下方にやや下がるもの (16・28・29)とがあるッ
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人

9

丁

0 2m 

一世六こニプ
茶贄色粘土濃じり灰色砂

第15図 溝 4 平面図 •断面図
(1/100・ 1/40) 

16m 
1. 葦灰色土（耕作土）

2. 茶檀色土

3. 湊荼灰色砂賣土

4. 湊茶灰色砂

5. 凄●灰色砂

6. 灰憂●色砂賣土

7. 鴫灰驀襴色む賣土

0 lm 一
0 2m — 第16図 溝 5 平面図• 断面図

(1/100・1/40) 

口緑部の形態は不明だが、

胴部に刻みHを施した突帯を

配するもの 130)がある。

頚部から胴部にかけてヘラ

描沈線と刺突文を施すもの

(14・22・20・26'がある。

沈線はいずれもヘラ描が、

7本から19本以上と多条化の

-

m
 

5
 

信
／14

岱
▽
~ 

,... ---

傾向を示す。

底部は平底のもの (12・14・ 15,と上げ底のもの (11・13)

とがある（

11は底部から口縁部にかけて三角形状に開く無紋の甕形土器で

ある。口縁部は貼り付けていて逆L字状を呈し、上面を水平に仕

上げ、同端部を鋭角的におさめている。底部は1:.け底である。外

面は摩耗のため観察てきないが、内面の頚部はオサエの後ナデで

゜
仕上げている。色調は淡褐色を呈し、胎土には Imm以下から

50 cm 

j I I I—戸7 5mm大の砂粒を含む。

~ 1-
1, 5 m 

m
 

5
 
14 

一
／
臼

→ヽ• 一、
ヽ

第17図 弥生土器出土状態平面図• 断面図 (1/20)

12はD緑部が「く」字

状に外反し、同端部を

丸くおさめ、刻目を施

した平底の甕形土器で

ある。頚部には12条の

ヘラ描沈線を施してい

るc 器面は摩耗が著し
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企
D
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第20図

0 }c● 

出土遺物 （石器）(1/2) 

31 
出土遺物 (1/4)

く調整の観察はできない。色調は橙褐色を吊し、

胎士には lmm以下から 4mm大の砂粒を含む。 13は

~ 
「く」字状に外反した口縁部の上面の—•部を平坦

にし、阿端部を丸くおさめた上げ底の甕形土器で

ある-,傾部に 8条のヘラ描沈線を施すQ 器面は摩

耗が著しく調整の観察はできないっ色調は淡茶褐

色を屋し、胎士には Imm以下から 6mm大の石英、

長石を含む。14は口縁部を「く」字状に外反させ、

同端部を丸くおさめ、刻目を施した甕形士器であ

る。頚部から胴にかけての外面は、ヨコナデの後、

楕円形の刺突文と 6条のヘラ描沈線を交互に 2段

にわたり配している。底部は平底である 色調は

淡茶褐色を呈し、胎土には Immから 4mm大の石英、

長石、金柔母を含む，,17は口縁部を「く」字状に

- 14 -



外反させ、同端部を丸くおさめた甕形土器である。頚部から胴部にかけてヨコナデの後、 7条

のヘラ描沈線を施して仕上げている。外面にはほぼ全面に煤が付着している。色溝は灰褐色を

16. 

＇ I.----. . 一—-

戸＼
_!._ -------:j 

1. 茶灰色土（耕作土）

2. 淡黄灰色砂賣土

3. だ＜橙黄色砂●

4. 灰色砂質土

5 茶橙色土

6. オリープ灰色砂賣土 1. 灰褐色土｀耕作土）

7. 黄灰色砂質土 2. 灰白色細砂

8. 暗灰茶褐色砂●土 3. 帽茶色土

9. 貫茶灰色砂●土 4. 茶灰色砂混じり土

5. 暗灰茶褐色砂●土

三 ! =-J;; ニー＝竺

—- - --——-＇ 

第21図土層断面図 (1/80) 

6. 瞳灰茶褐色粘質土

7. 灰茶黄色砂

8. 淡黄灰褐色砂

9. 灰茶色砂賣土

10. 淡灰責色粘賣土
16m 

- -」-.  一—＝ _i -

b...,_——· 
星し．胎土には 1mmから 3mm大の石英、長石、金な母、赤色小粒を含む, 31は口縁部が 「く」

字状に外反し、 IボJ端部を丸くおさめた鉢形土器である。頚部の内・外面には、 D縁部を引き出

すために施されたオサエがあり、その後をナデによって仕上げている ，色調は淡黄褐色を足し、

胎tには 1mmから 4mm大の石英、長石、金雲見を含む。

Cはサヌカイト製の打製石鎌である。大きさは横9.1cm、縦3.1cm、限さ0.45cmであり、屯さ

は17.49gを測る。 Dはサヌカイト製の打製石鏃である。形状は縦に細長い五角形を星し｀某

部、両fl!IJ縁ともに少し内彎する n 大きさは長さ 4cm、幅1.7cm、原さ0.45cmで 貨さは2.33g 

を測る。 Eもサヌカイト製の打製石鏃である。形状は縦長の五角形を見し、基部が匝線で、両

側線が少し内彎する C 大きさは長さ2.3cm、幅1.3cm、脱さ0.4cmで、 J:さは0.81gを測る

- 15 -



(4) 沖田調査区

叫 属6 濃？.-----ーて了一
濤 8・9ヰ 溝10 土珊3 (第23・24図）

¥ ,J△＼ 澱査区中央のやや束寄りでグリッド

¥ sラインの東て検出した。遺構は南側の
'---,ti 

ー
>
\̀
113
[

‘
 

土

＼
 

.l -
51 

濃12

ヽ

｀ 
D 10m 一第22図 沖田調査区遺構配置図 (1/400)

□こ

＼
し

＼

調査対象地外へも広がっているため、全

体の形状は不明である。平面形はU字形

を、断面形は浅い逆台形を呈した凹地状

の遺構である。規模は幅100cmから200cm、

深さ約10cmを測る。

出土遺物としては32-34まで

の土器を園示した。 32は上師質

の甕形土器のD緑部から頚部に

゜

摩

て

以

る

に

は

は

方

い

士

面

察

下

て

胎

外

観

や
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、

。

の
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し

る
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の

仕
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を
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ズ

褐
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頚

ケ

茶

の

し

ラ

淡

[
[
〗
二
ロ0 2m 

一第23図 溝11• 土珊 3平面図 (1/100) 

宝
~ ~ をわずかに突出させて丸くおさめてい

34 る。色調は灰白色を呈し、胎土には

I mm大の砂粒を含む。奈良時代の特徴
O 10cm 

第24図土壕 3出土遺物 (1/4) 

は1mmから 3mm大の石英、長石

を含む。 33は須恵器の杯蓋であ

る。口縁部を下方に折り曲げ、同端部

を示す。34はミニチュアの須恵器であ

る。口縁端部には受けU状に溝がめぐり、胴部には径 lcmの円形の小礼が穿たれており、底部

は平底である。胴部内面上端と円-fLの外面には剥離痕が見られ、 PHLの外面には把手もしくは

注口状のものが付いていたものと想定される。内面の刹離痕は斜め上方へ延びることを示して
9れ I)

いるe 色調は灰行色を呈 し、胎土には lmm大の長石を含むc 裔蔵寺 2号窯出土品の中に、こ

れと類似する器形のものがあり、把手付中空円面硯としている。土城 3の時期は奈良時代以降

である。

- 16 -



0 2m 

一

溝6 (第25図）

調査区の西端、グリッド0ラインの東側で検出した。

溝は北北西から南南束方向へ流れ、断面形はU字形を

呈する 規模は幅60cmから80cm、深さ15cmから20cmを

測る。

遺物は35(第27図）の士器が出士した。上げ底の壺

形土器か甕形土器の底部である。色調は橙褐色を足し、

胎土には 1mmから 2mm大の石英、長石を含む。弥生時

代前期未から中期初頭の特徴を示す。溝の時期は弥生

時代中期以降であるc
第25図溝6・7平面図 (1/100) 

溝 7 (第25図）

¥ \~§! 二三三三::る：
溝8 (第26・27図）

0 2m 
グリッドFラインの西側で検出しー た。溝は北西から南東方向へ

匝 流れるもので、断面形は逆台

｀ 
形を呈する。後に述べる溝9

に切られている。規模は幅

200cmから300cm、深さ60cmか

ら65cmを測る，0 lm 一
1. 荻褐色砂 B. 灰色砂

2. 湊茶灰色砂 9. 灰茶色砂湿じり土

3. 晨灰色砂 10. 淡灰色砂

4. 灰茶色砂（粘土を少量含む） 11. 湊灰茶色砂

5. 淡貴茶灰色砂 12. 灰色粘土湿じり砂

6. 湊茶灰褐色砂 13. 湊黄灰色砂

7. 湊灰色砂 14. 瞳灰色粘土湿じり砂

第26図溝 8·9·10平面図 •断面図 (1/100·1 /40)

- 17 -

出士遺物としては36から41

まての士器を図示した。 36は

U縁部が外側に大きく開き、

I口）端部を丸くおさめた長頚の

壺形t器である。外面の口縁

部から頚部に移行するあたり

は、ヨコハケの後ヨコナデで

仕Lげられ、それ以下の頚部



37 ¥ r ／ 
~~ 三：わら三=~~三三/>~ ニ：~=:悶，::::::ヽラ上9ミよ:::、

ー
0 、4oニー,amr ::::~~ こ::::::::,~::::。石

＼ 
35 

攣
36 

第27図 溝8出土遺物 (1/4)

英、長石、金雲母、黒芸母を含む。弥生時代

後期後半の特徴を示す。 39は口縁端部を上方

につまみ上げ、 D唇部を丸くおさめた甕形士器である。外面はヨコナデ、内面は口緑部から頚

部までをヨコナデ、それより下方をヘラケズリで仕上げている。色調は茶褐色を呈し、 1mmか

ら2mm大の石英、長石、金芸屈を含む。弥生時代後期後半の特徴を示す。 40は口縁部が外反し、

同端部をヒ方へつまみ上げ、 D唇部を丸（おさめた鉢形土器である。外面はハケメの後ナデで、

口縁部の内面はナデ、頚部のやや下方以下はヘラケズリで仕上げている。 D縁部内外面には赤

色顔料が泡られている。色調は淡茶褐色を呈し、胎土には 1mmから 2mm大の石英、長石、赤色

焼土粒、金雲f:J:を含むm 弥生時代後期後半の特徴を示す,41は口縁部を上方へつまみあげ、岡

端部を丸（おさめた手づくね土器である。胴部外面は平行タタキの後、ヘラて粗く調整して仕

上げている。内面はオサエの跡がある。色調は暗褐色を呈し、胎土には 1mm大のわ英、長石、

金女母を含む。溝の時期は弥牛時代後期後半である。

溝 9 (第26・28図）

溝 8の東側で、グリ ッド Pライン上て検出した。北から南へ流れ、断面形は逆台形を呈し、

溝8を切っている。規桟は輻150cmから250cm、深さ45cmから55cmを測る。

出土遺物としては42から49までの土器、 Fの石器を固示した。 42は壺形土器である、頚部外

- 18 -



旦尺~-

／ロ

面は凹綿を施した後ヨコナデ

で、内面はオサエで仕上げて

いる。色調は灰褐色を呈し、

胎土には lmm大の石英、長石

を含む。弥生時代中期後半の

特徴を示す。 43は高杯の脚部

である。外面はナデで、内面

は脚端部までヘラケズリで仕

ぐ
／

曇 0 10tlll ― 
生時代中期末の特徴を示す。 45は口縁端部を丸

くおさめた甕形土器てある。外面はヨコナデで、

内面は頚部のやや下方以下をヘラケズリで仕上げている 色調は淡茶褐色を昆し、胎土には

I mmから 3mm大の石英、長石を含む。弥生時代後期末の特徴を示す。 46は口縁部を上方に拡張

した甕形土器てある。拡張部には擬凹線を施し、内面は頚部のやや下方以下をヘラケズリで仕

上げている。色調は淡橙色を呈し、胎土には） mm以下の石英、長石、金芸母を含む。弥生時代

後期末の特徴を示す。 47は口縁部を「く」字状にすると’く外反させ、同端部を丸くおさめた小

型の甕形土器てある。外面はヨコナデ、内面は頚部のやや下方以下をヘラケズリて仕上げてい

る。色調は暗褐色を呈L、胎土には Imm大の石英、長石．赤色焼土粒を含む。弥生時代後期末

の特徴を示す。 48は口縁部が外反する鉢形土器である。外面はヨコナデで、内面は口縁部を 2

-3mm幅のヘラミガキで、頚部のやや下方以下をヘラケズリで仕上げている。色調は褐色を呈

0 5tlll ― 第28図 溝9出土遺物 (1/4・ 1/2)

上げている。脚部下端は上方

に粘土を貼り付け拡張してい

る。穴は外面から内面に向け

て穿たれているが、貫通して

いるものと、貫通していない

ものの両者がある。色調は淡

~ 
褐色を呈し、胎土には Imm以下の石英、長石、

金雲母を含む。弥生時代中期後葉の特徴を示す。

44は底がやや丸味をおびた壺形土器あるいは甕

形土器の底部である。外面は摩耗、剥離が著し

いため調整の観察はできない。内面はヘラケズ

')で仕上げている。色調は淡褐色を呈し、胎土

には Inmから 2mm大の長石、黒雲母を含む。弥

- 19 -



し、胎土には 1mmから 3mm大の石英、長石、金雲母、黒雲母を含む。 49は脚端部を丸くおさめ

た裔杯の脚部である。外面はハケ目の後3-4mm幅のヘラミガキて、内面は脚端部までヘラケ

に
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第29図溝11出土遺物 (1/4) 
後期末の特徴を示す。 Fは溝の底面から出

＼＼ 
土したサヌカイト製の打製石包Tである。

片方の紐かけを欠失しているが、完形に近い形状を足している。現存

する大きさは長さ9.6cm、幅4.4cm、胴さ0.75cm、重さ57.3 gを測る。

溝の時期は弥生時代後期末である。

゜
溝10(第26図）

2m ー 溝9の東側て検出した。溝は磁北に近い方刷を示し、北から南へ流

第30図 溝12平面図 れる。断面形は浅いIlil状を里する。規模は幅40cmから50cm、深さ 5cm 
(1 /100) 

から10cmを測る。遺構からの出t遺物はない。
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碗
•,

1 

7
 

翠}、
t
心 0 10cm 

~ JI[状を里する。規模は幅80cmか

ら100cm、深さ 10cmから15cmを

測る。

G
 

O 5c11 一第31図出土遺物 (1/4・1/2)

出士遺物としては50から54ま

での上器を図示した。 50は須恵

器製の台付壺の脚部である。色

苫は灰青色を呈し、器面の一部

に自然釉がかかっている。胎土

には 1mmから 2mm大の長石を含

む。51は口縁部を下方に曲げ、

わずかに突出した同端部を丸く

おさめた須恵器の杯蓋である。
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天井部はヘラケズリで、それ以外はヨコナデて仕上げている。色調は淡青灰色を屋し、胎土に

はImmから 2mm大の石英、長石を含む。奈良時代の特徴を示す。 52は絲台付の須恵器の杯であ

15~ .. 

ニニ＝—――~三 ーニ三こ―- -¥. / /ーニ

1. 灰褐色土（耕作土J 5. 淡茶襴色砂賣士 （瀑8・9)

2. 帽色土 6. 没●灰色粘賣土

3. 茶灰色土 7. 淡貢灰色攪砂粘質土

4. 茶褐色土 8. 灰色帖賣土

15.2 .. 

: -

｀ 

9― I . ―二 す

-一~-- . -

1. 灰褐色士（耕作土） 5. 淡茶灰色土 1. 褐色土（耕作土） 5. 淡青灰色砂（グライ化）

2. 橙灰色土 6. だ＜灰色砂湿じり粘賣土（土墳3) 2. 暗灰褐色細砂 6. 灰色砂（鉄マンガンを含む）

3. 暗灰茶褐色砂●土 7. 茶灰色粘質土 3. 灰色細砂

4. だ＜灰色土（溝11) 8. 濃茶灰色粘賣土 4. 茶灰色砂

15m 

三~―ーー ~ 
し一 ． ＿＿＿ 

D 2m 

第32図土層断面図 (1/80) 

る。焼成は甘く、色調は白色味をおびている。胎土には 1mm大の砂粒を含む。奈良時代の特徴

をホすC 53は円面硯の脚部である。脚部外面からl勺面に向けてヘラ切りによる方形の透し孔が

開いている。脚端部の上面にはシャープな稜線をもつ拡張部がある＞色調は灰青色を涅し、胎

上には 1mm大の長石を含む。 54は中世の土師質のIlII.形土器の底部である。摩耗が著しいため調

整の観察はできない。色調はi炎褐色を呈する。溝の時期は中世てある。

溝12(第30図）

グリッドTラインの西側で検出した。溝はほぼ貞北を示し、北から南へ流れる e 上部が削平

を受け、調査区の南半分にのみ残存していた。埋土は灰白色粘質士である。規模は幅30cmから

40cm、深さ 7cm前後を測る。遺物は古代から中世の土器を含むが、いずれも細片てある0 i青の

時期は中世である 3
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包含層の遺物 （第31図）

出土遺物としては55から59まての土器・砒器、G・Hの石器を図示したC 55はD縁部を上方

にひきあげ、同端部を丸く おさめた壺形土器である。摩耗が著しく器面調整の細かい観察はて

きないが、口縁部上端の内外には沈線が各 1条、頚部から胴部に移行するあたりから下方以下

にも沈線が施されている。 縄文時代後期後半の特徴を示す。 56・57・58は縄文土器の口縁部で

ある。 摩耗が存しく、器面の観察はできにくいが、 56は口縁端部に刻目が施される。時期は後

期から晩期である。 59は嵩台を有する青磁碗である。高台の径は推定6cm、高さ 7mmである。

釉はオリープ灰色を'tl.し、尚台の—一部にも流れている。

Gはサヌカイト製の打製石包Tである。紐かけが横にあり、対になる方は欠失している。現

存する縦幅5.8cm、横幅4.3CTD、原さ0.95cm、重さ36.16gである。 Hはサヌカイト製の打製石

包丁である。紐かけが上部にあり、対になる方は欠失している r 現存する縦幅4.9cm、横幅

3.9cm、原さ 1cm、重さ19.95gである。 （古谷野）

註

口u 杉本宏「飛.'!I時代初期の陶硯—-—字治隼上り瓦窯跡出土阻硯を中心として一~ 「考古学雑;;!:」第73巻第

2号 1987

参考文献

下澤公明他「百問JII沢田遺跡2、百間川長谷遺跡2」「岡山県坪蔵文化財発掘溝介報告59J岡山県教行委

貝会 1985 
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4 まとめ

今匝の調査対象になった地区は、昭和60年度に実施した圃場整備事業に伴う確認調在の結果

を基に線引きがなされた範囲内にあるっ井原線は、その範囲の南端に近い部分を通るものであ

る この蓮池尻遺跡は、その中心と考えられるのは、銅鐸の出tした近くであり、確認調査に

おいても、多くの遺構を検出し、多くの遺物が出土している。

発掘調究を実施した地区は、小字名で鶏田、 IIIl田、竹西、沖田てある。井原線は、これらの

地区を東西に貫くものである，地形的に見ると、竹西調査区が最も品く東側、西側へと徐々に

下がって行く。記田調査区においては、東端に暗茶灰色土の包含層を確認した。出土遺物が少

ないため確定的ではないが、弥生時代の包含層と考えられるものである。この包含層と、その

下層の地111層と考えられる黄色の粘質土は、調在区の東端から 4-Smまで広がるもので、そ

こから西は河道により切断されている。河道の時期は明確ではないが、概ね古墳時代以後と考

えられ、以後何回かの洪水を繰り返すことにより現在の地形を涅するに全ったものと考えられ

なそのため、弥生時代の地形を考えると、鶏田調査区の東端部に長さIOm前後の微裔地を推

定することができる。

皿田調査区においては、黄色の地山層を全体に検出したししかし、賠茶灰色の包含層を検/I'.

したのは、調杏区の西側に約20mの範囲であり、この包含層は鶏田調究区へ続くものと考えら

れる。検出した遺構もこの部分に集中している。遺構の中からの出上遺物がないため、明確な

時代は不明であるが、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての時期と考えられる，

竹西調査区では、茶褐色の包含層をほぼ全面に検出した。調査区の西端部では、耕作土のill

下に砂で埋まるM道を検出した。検出した遺構は、包含層の下層に存在するもので、古代より

古い時期と考えられる。これらの遺構の下層から、弥生時代前期の土器がまとまって出士したc

土器を包含する層は、砂層であること t器に磨滅が見られることからして上流からの流れ込

みと考えられ、この地区の上流に弥生時代前期の集落址を想定することができるc

沖田調査区は、東に拘けて徐々に下がっていき、東端部においてさらに•段と低くなってい

る。この調査区においてもほぼ全面に茶褐色の包含層と黄色上の地III培を検出した' ~東端部は、

耕作土直下に地山層を検出したが、遺構は確認されなかった 検出した遺構は、溝と性格の不

明な土猥状の遺構である。調査した溝は、弥生時代後期のものと 奈良時代末もしくは平安時

代、及び中世と推定されるものを検出した，

調査の概要をまとめたものであるが、昭和60年度に実施した確認親査に某づく遺跡の範囲に

ついては概ね正しいものと考えられる。今回の調査地点は、その範囲の南端に近いこともあっ
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て遺構の密度は低かったが、調査区の北側の上流部には縄文時代後・晩期、弥生時代前期以後

各時代の集落址が予測され、時期の重複する遺蹄が展開するものと考えられる。 （井上）
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図版 1

鶏田調査区土壕1検出状況 （南から）

2 鶏田調査区全景 （西から）



図版2



図版3

皿田調査区 遺構検出状況 （東から）

2 竹西調査区 西端部河道検出状況 （東から）



図版4

溝5検出状況（南から）

2 竹西調査区 西半全景（東から）



図版5

1 竹西●査区 東半全景 （東から）

2 竹西調査区弥生土器出土状況



図版6

1 竹西調査区 弥生土器出土状況

2 竹西調査区 弥生土器出土状況



図版7

1 竹西調査区 弥生土器出土状況

2 沖田謂査区溝6・7検出状況 （西から）



図版8

沖田謂査区溝8・9・10検出状況 （東から）

2 沖田調査区



図版9

出土遺物



図版10

出土遺物
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